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は じ め に

ヒキガエノレ （Bufobufo japonicus SCHLEGEL）は，

ほぽ日本全土に分布し，平地や山地にふつうに見られる

もっともよく知られたカエルの一種である。

ヒキガエノレに関しては，材料入手が容易なこともあっ

て，形態学的研究では詳細な報告がされ（市｝111951),

また幼生期（オタマジャクシ〉は実験材料としてよく用

いられている（松本女子実業高校1948）。 一方，生態学

的な見地からの研究としては，生息場所や食性，密度に

関するものが若干報告されているが〈市）111951，芹沢 ・

金井1970，岡田1974），断片的なものが多い。産卵期に

おける研究は，産卵習性がよく知られ，また比較的容易

に多個体の調査が行なえることもあって多くの報告がさ

れている（市川1951，中村 ・上野1963，芹沢 ・金井1970

岩下 ・松井1973，岡田1974）。 しかしながら， ヒキガエ

ルの成長や寿命などについてはいまだ推定の域を出ず，

最近野外における同一個体の追跡によって成長を測定す

る研究がなされ始めたが（松井 1975), 再捕君主E容が低い

こともあって，十分な解析がされるに至っていない。

自然教育園内のヒキガエル個体群の個体数推定や相対

成長に関して若干の知見があるが（野口 1966），成長に

ついては十分な検討がされてはいない。

今回は，国立科学博物館附属自然教育園〈東京都港

区〉において， 1973年5月から1975年5月までの問に実

施された18回の調査で明らかになったヒキガエルの成長

について報告する。なお，調査はヒキガエノレ生態研究グ

ノレープ〈千羽晋示 ・菅原十一 ・矢野亮 ・久居宣夫以上

自然教育園，桜井信夫 ・文化庁記念物課，金森正臣・大

＊国立科学博物館付属自然教育園

National Park for Nature Study, National Science 

Museum. 

阪市立大学医学部〉によって実施されたものである。

本報告をまとめるにあたって，研究グループの諸氏な

らびに調査に協力していただいた東京工業大学宮谷晴

久，東京教育大学宮前陸子，同平尾紀子，麻布獣医

科大学陳節子の各氏，データーの解析と有益な助言を

いただいた研究グループの金森氏に記して感謝の意を表

する次第である。

1. 調査地および方法

調査は自然教育圏内で実施した。自然教育園は面積約

20haで，その周囲は高さ 2～2.5mのコンクリート壁で

固まれている。門の下部や壁の割れ目などの数カ所で外

部と通じてはいるが，周辺部は住宅街，高層アパート，

自動車道路などのため，外部とのカエノレの出入はないも

のと考えられる。

圏内の植生は，スタジイ林，コナラ林，マツ林，ミズ

キ・ウワ ミズザクラ林および湿生草原である（奥田 ・宮

脇1966，沼田 ・手塚1966，手塚1970）。

調査方法は，圏内の周辺部と中央部にある観察路（全

長約l.8km，幅1～4m）と建物周辺に出てきたヒキガ

エJレを捕獲し，指切断法によって標識をした。捕獲した

個体は，その体重，体長，口幅（口の最大幅の部分〉を

測定し，個体番号，捕獲地点を記録して放逐した。体重

はlOOg以下の個体に 1g目盛， 100g以上は 5g目盛の

梓秤で測定した。

2. 結果と考察

c 1 ) 各国毎の体重分布

1973年5月から1975年5月までの 2年聞に実施した18

回の調査で標識した個体は 995個体，再捕獲した個体は

465個体〈再捕獲率46.7 %）である。また標識個体のう

ち5個体の死亡を確認している。

各回毎に捕獲された個体について体重ヒストグラムを
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図1 体重のヒストグラム（斜線部分は再捕獲個体，白部分は新個体，Nは個体数〉
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作成した（図 1）。 告しているよりも早く， 5月下旬～6月上旬に陸上にあ

1973年5～7月に実施した6回の調査では体重が 100 がってきた新生個体〈体重40～SOmg，体長9～lOmm)

g以上の個体が多く，それ以下の個体は少なかった。 が1才になる翌年5月下旬には20～70gに達し， 2才の

lQQg以上の個体は101～320gの聞に分布しており， 181 5月には 100g以上の成熟個体になることを示唆してい

～260 gに含まれる個体が多かった。一方，10og以下の る。

個体の場合，個体数は少ないが，日数の経過とともに漸 (2） 成 長

次体重が増加していく傾向が見られる。 1973年10月およ

び11月の調査では 50g以下の未成熟個体が多数出現し

た。この秋季の未成熟個体の多くは40g以下であり ，5

～7月に出現した未成熟個体よりもさらに小型の個体が

多く，その後の調査の結果により同年の5月にオタマジ

ャクシから陸上にあがってきた新生個体であることが判

明した。 100g以上の個体はこの時期には少なくなり，

10月にはまだ多少の個体が出現していたが， 11月にはわ

ずか l個体のみ捕獲されたにすぎない。

1974年5月および6月の体重ヒストグラムには明らか

に2つの異なったピークが見られる。5月の場合，未成

熟個体のグループ。は11～60gの範囲に分布し，そのピー

クは 21～30gにある。一方，成熟個体クツレープでは 101

～360gの広範聞に分布しているが， 161～2oog付近に

一連の体重ヒストグラムと同一個体の追跡調査から推

定して，成長にともなって体重と体長がどのように増加

していくかを求め，表にまとめた〈表 1）。

表 1 成長にともなう体重および体長の平均値

測定時期｜測定個体数｜体重（g)I体長（cm)

0才 5月下旬 10 0.05 0.9 

8月中旬 28 9± 5 4. 0±0. 8 

10月上旬 176 25±12 5. 9±1.1 

1才 5月上旬 78 36±16 7. 0±0. 9 

6月上旬 155 47±17 7. 6±0. 9 

8月中旬 71 115±40 10.1土1.3 

10月下旬 61 129±35 10.7土1.0 

2才 5月中旬 65 141±32 11.2±1.1 

ピークをもっ。 5月の未成熟個体グループは前年の10～ 3月上旬に産卵された卵塊の 1卵当たりの重量は約6

11月の来成熟個体とほぼ同様の体重分布傾向をもつこと mgである。解化直後（ 4月5日〉のオタマジャ クシは

から，越冬してきた秋の未成熟個体グループと同年令の 約 13mg，後肢の肢芽が認められた時期 c5月7日〉で

個体クツレープであろうと推定される。6月の場合は，未 は約 130mgであった。 陸上にあがったばかりの新生個

成熟個体クソレーフ。の成一長速度の変異が大きく，体重の分 体（ 5月30日〉は体重約SOmg，体長9mmであり， 変

布範囲は10～gogとさらに広がる。ピークも31～70gと 態によって体重が著しく減少することを示している。 1

幅広くなるが， 5月からの約1カ月間で著しく成長して 週間後の 6月7日には，体重約 80mg，体長lOmmと多

いることを示している。成熟個体ク勺レーフ。は101～340g 少成長しているのが認められた。この新生個体は， 8月

の範囲で，そのピークは181～22ogである。 7月になる 中旬には体重9±5g，体長4.0±0.Bcmに達し，上陸後

と，未成熟個体グループの一部は lOOgを超す個体が出 約80日間で体重は80～280倍，体長は 3.6～4.3倍に成長

現しヒストグラムには成熟個体と未成熟個体グノレーフ。の する。このように新生個体においても成長の個体変異は

2つの山が見られなくなる。個体群としては 81～140g ひじように大きく，オオヒキガエlレ（Bufomarinus L.) 

付近に幅広いピークをもっ体重ヒストグラムが拙かれ では餌の量；によっても変異の幅が異なるが，餌の少ない

る。 しかし， 8月に入る と再び2つのピークをもっヒス 場所に生息する個体でも上陸後30日には，体長で10～29

トグラムになる。これは，I～10gにピークをもっ30g mmと個体差が大きくなるという（高野・飯島 1937）。

以下の未成熟個体が出現し始めるからである。この未成 0才の10月上旬には体重25±12g，体長5.9土l.lcmに

熟個体グノレープは1974年の新生個体であり，この時期に なる。 1973年11月8日の調査では O才個体が多数捕獲さ

すでに最小 2g，最大30gという著しい個体差が見られ れたが， 1974年11月21～22日の調査では 2日間で，未成

る。 10月下旬は新生個体の体重も増加して， 21～40gの 熟，成熟個体の両方を合わせてもわずか4個体捕獲され

個体が多くなる。 1975年5月の場合も，個体群の体重ヒ たのみであったことから，冬眠に入るのは11月中下旬で

ストグラムには 41～sogの未成熟個体グループ。と121～ あろうと推測される。

180 gの成熟個体グループ。の 2つのグループに分けられ， 冬眠からさめた O才個体は，5月上旬には体重が36土

1974年5月と同様の傾向が見られた。 16 g，体長が7.0±0.9cmになる。したがって，約1年

以上，一連の体重ヒストグラムから明らかなように， で体重は 400～1400倍，体長は 70～90倍も増加したこと

ヒキガエノレ個体群はほぼ一年中，未成熟個体グループと になる0 1才の8月中旬には体重 115±40g，体長10.1

成熟個体グループの 2つのクソレーフ。によって構成されて ±1. 3cmで， l才の 7月頃から100gを超す個体が一部

いるのが明らかになった。また成長は松井（1975）が報 出現する。 1才の10月下旬には体重129土35g，体長10.7
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図 2a 雄個体の成長曲線〈図中の数字は個体番号〉
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図 2b 雌個体の成長曲線（図中の数字は個体番号〉

±1.0cm に達し，多くの個体が100g以上になる。この から1975年5月までの20カ月間の成長を追跡したもので

H寺期に雄の多くは性成熟する。陸上生活を始めてから 2 ある。 1973年10月には，雄個体の場合8～33g，雌個体

年後の 2才の5月には，体重141±32g，体長11.2±1.1 では7～34gであった。これらの個体は No.357 （合〉

cmで， 10og以下の 2才個体はほとんど見られなくな や No.234 （♀〉のように成長の遅い個体も見られる

る。 が， 1974年6月には多くの個体が5Qg前後まで成長す

図2aおよび図 2bは幼若期から成熟するまでの聞に る。 10月に捕獲された未成熟個体の変異が著しく大きい

数回にわたって再捕獲された個体を抽出し，1973年10月 ととから， 30～40gの個体は，成長がひじように遅い 1
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才個体ではないかとも考えられる。しかし，

図3が示すように， 0才の 8月に10g未満

の個体がその年の 10月には 20～50gに達

し，成長の遅い個体（例えば，No.1399,

No.1410）でも 1才の 5月には30gに達す

る。そして，この時期に3ogぐらいの個体

で，その年の秋に50g未満の個体は，個体

追跡調査の結果ではほとんどいない。以上

のことから，成長の早い個体は O才の秋に

は30～40gになるのは明らかである。

体重の増加が著しくなるのは餌となるア

オオサムシなどの見虫類が多く出現する 6

～ 8月で，この時期の成長曲線は勾配が著

しく急になる。各個体の成長曲線からは，

2才の5月までは雌雄による成長の差異は

認められなかった。

次に，体重， 体長および口幅の長さにつ

いて，それぞれの季節毎の相対成長を求め

た（図4～6）。
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図4は体長と体重の関係である。最小自乗法によって

相対成長式 y=bxα （xは体長， Yは体重〉を求めると，

5月， 8月および10月の係数bはそれぞれ0.109.0.130, 

0.135であり， また，日はいずれも2.9ぐらいで，季節に

よる変化は見られなかった（図 4a～4 c）。また，雌

雄による差異もほとんどなく， 100g以下の個体と10og
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以上の個体にも差異が見られなかった。しかし，個体毎

に体長と体重の関係を見ると，体長が 13.5cm以上にな

ると体重は約200～35ogと個体変異がきわめて大きくな

る傾向が見られる。これは，個々のヒキガエJレの成長速

度の変異性に起因するものが大であるが，そのほかに，

体長を測定する際，調査者によって lcm前後の誤差が

生じることにもよる。また，ヒキガエノレの体重は，7Jl1J定

時のヒキガエノレの餌の摂食誌の多少や尿の排池にも関係

している。ヒキガエノレは，体重などを測定している時に

よく尿を排池する。回数は 1～2回がもっとも多いが時

には 3回も放尿することがある。体重が 150g以上ある

個体の場合， 1回に10g前後の尿を出す。したがって，

体重を測定する前に放尿した場合，体重は10～3og減少

することになる。このように，ヒキガエノレの体重は，放

尿するか否かによっても大きく影響されている。

図5は，体長と口幅の相対成長を示したもので， 5

月， 8月および10月の相対成長式はそれぞれ， Y=2.815

x1.03, Y=2.s9sx1.01. Y=2.846x1.00 exは口幅， Y

は体長〉が得られた。同様に，図6は口幅と体重の相対
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回7 繁殖集団における性別体重ヒストグラム（斜線部分は1974年，白部分は1975年の個体〉

成長を示し，各H寺期における相対成長式はそれぞれ， Y
=2. 180X3·0•, Y =2. 912X2・95, Y =2. 743X2・93 (Xは

口幅， Yは体重〉 が得られた。

以上のように．体重は体長および口幅の長さのほぼ三

次式として表わされ， 一方，体長は口幅の長さの一次式

として表わされる。これらの相対成長式は，雌雄別によ

る差異， 10og以下と100g以上の個体による差異の検定

を季節毎に行なった結果，いずれも有意な差が見られな

かった。したがって，ヒキガエ／レの相対成長に関して，

雌雄による差異，未成熟個体と成熟個体による差異はほ

とんどなく，さらに，これらの季節的変化もないものと

考えられる。

(3) 性成熟年数

自然教育圏内での産卵期はここ数年間，毎年3月上旬

である。 1974年は 3月8～10日， 1975年は 3月9～11日

に，産卵のために集まる個体がもっとも多い。これは，

東京都郊外の八王子市での調査（芹沢 ・金井1970）と比

較すると， 10～15日早い。

産卵期に出現する個体の体重は，雌雄によって差異が

見られ，芹沢 ・金井（1970）は，体重を雌雄別にみると

平均で約5og，雌の方が重いことを報告している。自然

教育圏内のヒキガエノレについて，産卵期に出現した個体

を雌雄別に体重ヒストグラムに表わすと（図7), 1974 

年， 1975年の両年とも雌個体の場合220～320g，雄個体

では120～220gの範囲に含まれる個体が多かった。これ

を平均値でみると， 1974年では雄が182±35g，雌が262

±38g' 1975年では，雄が156±44g ' d能力~269 ±51 gで

あった。このように，産卵期に出現する性成熟個体の体

重は，雌雄で80～10ogの差がある。 雄個体の場合，同

一個体の追跡調査によって，新生個体が陸上に出てきて

22カ月後の1975年3月上旬の産卵期に再捕獲され，体重

が80～100gの個体でも産卵に関与していることが明ら

かになった。しかし，雌個体では同令の個体が産卵に出

現するのを現在までは確認されていない。

雌雄の性別による成長の差は，すでに述べたように，

24カ月ではほとんどないと考えられる。したがって，雌

雄の体重の差はそれ以降生じるものであろう。教育圏内

のヒキガエノレの場合，雌の蔵卵数は約8000個で，未成熟

卵で約45g，成熟卵では寒天質も含めて約1oogであっ

た。これは産卵期に出現する雌雄の体重の差にほぼ一致

する。

以上から，雄個体は22カ月で産卵集団に入ってくる

が，雌個体は蔵卵に必要な栄養蓄積のために，雄個体よ

りも少なくてもさらに 1年以上は性成熟が遅れると推定

される。

要 約

1. 東京都港区の自然教育園において，1973年5月～1975

年5月の 2年聞に18回のヒキガエノレの生態調査を実施し

た。調査は，指切断法によって標識をし，体重，体長，

口幅などの測定後放逐し，同一個体の追跡によって成長

を調べた。

2. 各調査時における体重ヒストグラムと，同一個体の

追跡調査によって，ヒキガエ／レの成長は以下のように明

らかになっfこ。

0才 5月下旬体重0.05g，体長0.9cm

8月中旬体重9±5g，体長4.0±0.Scm

10月上旬体重25±12g，体長5.9土l.lcm
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1才 5月上旬体重36土16g，体長7.0±0.9cm 

10月下旬体重129±35g，体長10.7±1.0cm

2才 5月中旬体重141±32g，体長11.2±1.lcm

雌雄の性別による成長の差は，陸上にあがってから 2

年間では認められなかったが，産卵期での体重の差は，

雌の方が雄よりも80～10og重かった。

3. ヒキガエノレの体重，体長，口幅のそれぞれの相対成

長は， 1974年5月の場合，次の式で表わされる。

体重 体長： Y=0.109X2・92 ( Xは体長， Yは体重〕

体重 口幅： Y = 2.1sox3-•• exは口幅， Yは体重〉

体長口幅： Y=2. 815X 1.o3 ( Xは口幅， Yは体長〉

これらの相対成長は季節による変化がなく，また， t峰
雄，未成熟個体と成熟個体による差異も認められなかっ

た。

4. 雄個体の場合，多く はl才の秋（上陸後約17～18カ

月〉に性成熟し，翌春の産卵期には出現する。しかし，

雌個体が性成熟するのは，雄個体より少なくてもさらに

1年後になるものと推定される。

Summary 

1. From May of 1973 to 1975, present study was 

carried out for investigating the growth of the Ja 

panese toad (Bufo bufo jaρonicus SCHLEGEL) by 

tracing the same individual with a toe clipping 

method in the National Park for Nature Study in 

Tokyo 

2. It became clear that the Japanese toad has grown 

as fallows : 

age season body weight(g〕 bodysize(cm) 

。late May 0.05 0.9 

middle Aug. 9土 5 4. 0±0. 8 

early Oct. 25±12 5.9土1.1

1 巴arlyMay 36±16 7.0土0.9

late Oct 129土35 10.7±1.0 

2 middle May 141±32 11.2±1.1 

3. The growth of the toad wasn’t observed differe-

nce between male and female to 2 years of age. 

4. Many males mature in autumn of one year of 

age, and they app白 rat ponds in oviposition season 

of the next spring. Females, however, are supposed 

that their mature are more than one year later 

comparing with males. 
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写真 1ー 1 標識の一例（No.1271♀〉 写真 1- 2 標識の一例（No.1271♀〉

No. 1を切断してある No.1000, 200, 70をそれぞれ切断してある

写真 2 体重および体長，口幅の測定状況

- 19 




